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d’の区間推定 
 

 式 11.9によって d ′の区間推定を行うプログラムが PIntEstD.exeである。 ( )dse ′ の推定
は、式 11.8ではなく、式 11.5によって行っている。式 11.8は、基準が 
 

2
d ′

=λ                 （１） 

 
という特別な値のときのものである。原著における例 11.2 では、基準値が式１で与えられ
る式 11.8によって ( )dse ′ の推定が行われている。しかし、一般には基準値λの影響も考慮
した式 11.5 を用いるべきである。例 11.3では、式 11.5によって ( )dse ′ の推定が行われて
いる。これを、基準値を式１で与えて式 11.8によって推定すると 
 

( ) 18581.0=′dse  
 
となり、原著における値 

( ) 193.0=′dse               （２） 
 
とは一致しない。式２の値は、例 11.1で用いられている基準値の値 
 

100.0=λ  
 

図１ 起動時のフォーム 
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を用いて式 11.5によって推定すると得られる。 
 プログラム PIntEstD.exeを起動すると図１のフォームが表示される。値を図２のように

設定する。図２では、 
 

016.1=′d  
100.0=λ  

100=== ns NNN  

1.0%10 ==α  
 
が設定されている。値の設定後、「計算」ボタンをクリックすると計算が始まり、計算結果

が図３のようにメモコンポーネント内に表示される。１回目の結果として表示されている 
 

0.6987 < d' < 1.3333 
 
は、原著の例 11.3 において最初の信頼区間として示されているものである。ただし、原著
では、 05.0z の値は正しい近似値 1.645 が示されているが、信頼区間を求める式では 1.654
となっているので 1.645として読む必要がある。 
 プログラムでは、信頼区間の端点において ( )dse ′ を求めなおすことを端点の値が収束す
るまで繰り返している。図３では、各回の繰り返し計算において求められた信頼区間が各

回ごとに表示されている。この繰り返しにおいてWickens (personal communicant, 2004) 
は、 βlog を固定して、λを d ′に対応して設定することを提案している。本プログラムで

図２ 値の設定 
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はこのWickensの方法が採用されている（具体的な手順は付録参照）。 
 メモコンポーネントに表示されている内容は、「ファイルに出力」ボタンのクリックでテ

キストファイルとして書き出すことができる。 

 
 

図３ 計算結果の表示 

１回目の結果 

最終結果 
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付 録 
 
 
Wickens (personal communication, 2004.2) は、信頼区間の繰り返し計算において尤度比
を固定し、d ′の変化に合わせてλを変化させることを提案している。この考え方にしたが
って、プログラム PIntEstD.exeでは以下の手順で信頼区間を求めている。 
 

(1) Wickens（2002）に説明されている方法で信頼区間の初期値を求める。それを
次のようにおく。 

 

UL ddd ≤′≤  

 
(2) 与えられたデータに対して βlog を推定する。この値は以下の繰り返しの手順

において値を固定しておく。 
(3) Ld と Ud に対する Lλ と Uλ の値を次のようにおく。 

 

L
L

L d
d 2

1log
+=

βλ  

U
U

U d
d 2

1log
+=

βλ  

 
(5) Wickens (2002)の式 11.5により、区間の端点における標準誤差とそれらに対応
する新しい端点を次式により与える。 

 
( )
( )

( )
( )LL

L

L

L
L d

hf
V

λϕλϕ −
+= 22

varvar
, ( )LLf λΦ−= 1 , ( )LLL dh −Φ−= λ1  

( )
( )

( )
( )UU

U

U

U
U d

hf
V

λϕλϕ −
+= 22

varvar
, ( )UUf λΦ−= 1 , ( )UUU dh −Φ−= λ1  

LL Vzdd 2/1 α−′=  

UU Vzdd 2/1 α+′=  

 
(4) 1Ld と 1Ud がそれぞれ Ld と Ud に収束していたら、この繰り返しの手続きを終了

する。 
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(5) 次のようにおき、 

1LL dd =  and 1UU dd = , 
手順 (3) に戻る。 

 
 
 
 
 
 
 


